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年号：1963年 

月日：8月 16日～18日 

災害名：前線による豪雨の概要 

 

球磨川位置図 

 

 

 

  

出典：国土地理院  

球磨川

川 
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【昭和 38年 8月の土石流災害復興記念碑：熊本県球磨郡五木村甲字横手 災害復興記念碑】 

・昭和 38 年 8 月 17 日 9 時頃から集中的に襲来した豪雨は、九電五木川第 2 発電所の観測

によると 12 時から 13 時までの時間雨量 140mm に達するという空前の降雨となり、川辺

川水系の五木村、相良村においては、随所に山津波が発生し、山津波と濁流は、尊い多

数の人命と、貴重な施設、住家、山林、田畑を流し去った。熊本県災害誌によると、死

者・行方不明者 12名、全半壊流出家屋 212戸、浸水家屋 296戸とされている。 

・昭和 38 年(1963)8 月 17 日、集中豪雨によ

り横手谷で、死者 10 名、行方不明者 1 名

を出す土石流が発生した。 

・平成 7年 8月、再びこのような災害が発生

しないよう、またこの地域が平和でます

ます発展するよう願い、災害復興記念碑

を建立した。 

 

 

 

■災害復興記念碑の碑文 

昭和三十八年八月十七日、本村全域にわたって突如として襲った集中豪雨は、甚大な

る被害をもたらした。特に、当横手地区や鶴地区に発生した山津波による大災害は、ま

さに生き地獄そのものの様相であった。死者十名、行方不明一名の尊い命が水魔の犠牲

となられ、又横手地区では全戸が流出した。 

各地の被災地は、国の激甚災害の指定を受け、県、村当局はもとより村民の懸命の努

力により、面影はないほど様変わりし、立派に復旧し今日に至っている。 

この度村当局において、この地に公園を整備されるにあたり、再びこのような災害が

発生しないよう、又この地域が平和で益々発展することを願い、この記念碑を建立した

ものである。（平成七年八月 災害復興記念碑建立期成会有志一同） 

 

出典：国土地理院 

 

 

 

 

 

 

▲災害復興記念碑 
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＜参考文献＞「暴れ川」球磨川 水害及び治水歴史」（九州地方建設局八代工事事務所、九州地方建設局川辺川工事事務所） 
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▼球磨川水系既住洪水の概要 

 

 

 

出典：「過去の洪水」九州地方整備局 八代河川国道事務所 HP 

 

原因 洪水被害の概要

昭和2年 1927年 －
家屋損壊・流出32戸

浸水家屋 500戸

昭和19年 1944年 －
家屋損壊・流出507戸

床上浸水1,422戸

昭和29年 1954年 台風
家屋損壊・流出106戸

床上浸水562戸

昭和38年 1963年 前線
家屋損壊・流出281戸

床上浸水1,185戸、床下浸水3,430戸

昭和39年 1964年 台風
家屋損壊・流出44戸

床上浸水753戸、床下浸水893戸

昭和40年 1965年 梅雨
家屋損壊・流出1,281戸

床上浸水2,751戸、床下浸水10,074戸

昭和46年 1971年 台風
家屋損壊・流出209戸

床上浸水1,332戸、床下浸水1,315戸

昭和47年 1972年 梅雨
家屋損壊・流出64戸

床上浸水2,447戸、床下浸水12,164戸

昭和57年 1982年 梅雨
家屋損壊・流出47戸

床上浸水1,113戸、床下浸水4,044戸

平成11年 1999年 台風 床上浸水3戸、床下浸水20戸

平成16年 2004年 台風 床上浸水13戸、床下浸水36戸

平成17年 2005年 台風 床上浸水46戸、床下浸水73戸

平成18年 2006年 梅雨 床上浸水41戸、床下浸水39戸

平成20年 2008年 梅雨 床上浸水18戸、床下浸水15戸

平成23年 2011年 梅雨 床上浸水4戸、床下浸水4戸

令和2年 2020年 梅雨 床上浸水4戸、床下浸水5戸

洪水発生年


